
　噴火から286年以上経った

今でも焼走り熔岩流の植物は

蘇苔類（コケ植物）のシモフリ

ゴケやハイイロキゴケといっ

た地依類（菌類と藻類の共生関

係による植物群）が多くをしめ

ます。コケ〜イタドリ〜松と、

植生回復の変遷をたどるように、

各植物が島状に群生し、周辺の

ミズナラの林へと続いています。

　焼走り熔岩流は植生の回復

が特に遅いといわれ、いまだ変

遷途上の様子を観察すること

ができます。


